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．はじめに 

補強土壁工法

などの引張力

より盛土の

盛土を構築す

工法や補強材

ムは理論的に

で合理的に設

を設計に取

は、補強土壁

象に、その小

験を行い、壁

について検討

．実験方法 
写真 2 に実験

る． 砂は気

けるために、

、補強材を砂

は補強材と補

測定するため

測定するため

で土圧計を貼

付け、壁変位

本の補強材に

載荷装置に

ータを取り、

す．破壊後は

．実験結果及

表１に、各実

補強

法とは、盛土

力がその内部

自立性を高め

する方法であ

材が次々と開

に十分に解明

設けるために

り入れ、性能

壁工法の基本

小型模型を作

壁変位、水平

討した． 

験に用いた小

気乾状態の豊

、砂の落下高

砂地盤の表面

補強材の間に

めに壁面材に

めに箱の底面

貼り付ける．

位の測定を行

に、図 2 のよ

とり付け、遠

、6G からは

は、ターゲッ

及び考察 

実験条件と結

表１

強土擁壁の変

土の内部に、

部に作用する

め、鉛直に近

ある．この補

開発されてい

明されていな

には、補強土

能設計手法を

本的工法であ

作成し高知高

平土圧、鉛直

小型模型を示

豊浦標準砂で

高さを 50cm
面をならして

に壁面から

に図 1 のよう

面の補強材の

壁面材右の

行う．ひずみ

ようにひずみ

遠心加速度を

は写真も撮影

ットの移動か

結果を示す．
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補強土壁工法
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1 水平土圧

図 3 に実験ケ

示す．一般に

土圧）よりも

2 壁変位 

図 4に実験ケ

は底面から

の増加に伴い

くなった箇所

壊の前兆であ

0.034～0.

3 張力分布

図 5に実験ケ

で得られた各

した．図 5 に

強材の最も張

り面推定線）

大きく変化し

4 裏込土の

図 6 にターゲ
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壊に至るまで
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張力分布と裏

とができる．
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9 のセンター

荷重を受け持
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